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鵠

沼

公

民

館

改

築

に

あ

た

っ

て

伊

藤

昌

長

い

間

の

念

願

だ

っ

た

鵠

沼

公

民

館

の

改

築

は

い

よ

い

よ

着

手

さ

れ

ま

す

。

「

み

ど

り

と

太

陽

と

潮

風

」

の

湘

南

の

中

枢

都

市

藤

沢

の

、

ま

た

静

か

な

み

ど

り

の

中

に

新

し

い

鵠

沼

文

化

、

い

や

新

し

い

日

本

の

文

化

創

造

の

旗

が

大

き

く

ひ

る

が

え

る

の

で

す

。

私

は

住

民

運

動

に

、

地

方

文

化

活

動

に

こ

ヽ

十

年

間

、

ひ

た

す

ら

に

新

し

い

道

を

求

め

て

鵠

沼

公

民

館

と

共

に

歩

い

て

ま

い

り

ま

し

た

。

数

年

前

の

マ

ス

タ

ー

プ

ラ

ン

の

企

画

に

も

参

加

し

、

今

ま

た

「

運

営

審

議

委

員

」

と

し

て

「

建

設

委

員

」

と

し

て

そ

し

て

、

こ

の

「

鵠

沼

を

語

る

会

」

の

リ

ー

ダ

ー

と

し

て

新

し

い

鵠

沼

公

民

館

建

設

に

楽

し

い

意

欲

を

燃

や

し

て

お

り

ま

す

。

つ

く

る

な

ら

、

日

本

一

の

、

い

や

世

界

の

ど

こ

に

出

し

て

も

お

く

れ

を

と

ら

な

い

素

晴

ら

し

い

公

民

館

を

作

り

た

い

。

い

や

日

本

文

化

の

伝

統

を

受

け

つ

ぎ

東

洋

、

西

洋

の

文

化

の

中

に

あ

っ

て

ひ

と

き

わ

燦

然

と

輝

く

新

し

い

鵠

沼

文

化

を

創

り

上

げ
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て

い

き

た

い

。

こ

ん

な

大

き

な

夢

を

持

っ

て

お

り

ま

す

。

そ

し

て

、

こ

の

鵠

沼

な

ら

そ

れ

が

で

き

る

。

私

は

確

く

信

じ

て

お

り

ま

す

。

箱

根

連

山

を

、

富

士

を

、

伊

豆

半

島

を

望

み

、

海

は

青

く

み

ど

り

は

深

い

、

そ

し

て

こ

こ

に

住

む

人

々

の

秀

で

た

才

能

の

数

々

は

き

っ

と

素

晴

ら

し

い

文

化

を

作

り

出

し

て

い

く

事

で

し

ょ

う

。

私

は

こ

れ

を

こ

の

十

年

間

の

実

践

活

動

、

海

岸

清

掃

に

、

河

川

の

浄

化

に

、

草

花

を

ふ

や

す

運

動

に

子

供

達

の

ス

ポ

ー

ツ

に

、

そ

し

て

こ

の

公

民

館

で

の

多

く

の

人

と

の

触

れ

合

い

の

中

に

知

り

ま

し

た

。

私

の

描

く

夢

は

決

し

て

机

上

の

夢

、

砂

上

の

楼

閣

で

は

ご

ざ

い

ま

せ

ん

。

「

鵠

沼

を

語

る

会

」

も

長

い

間

地

道

な

活

動

を

続

け

て

ま

い

り

ま

し

た

が

現

在

は

こ

の

公

民

館

の

中

心

的

存

在

で

あ

り

新

し

い

鵠

沼

文

化

創

造

の

核

で

も

あ

り

ま

す

。

改

築

は

取

り

壊

し

、

仮

設

等

に

か

な

り

の

費

用

を

必

要

と

し

、

又

不

自

由

も

忍

ば

ね

ば

な

り

ま

せ

ん

。

し

か

し

投

じ

ら

れ

た

費

用

を

無

駄

に

す

る

こ

と

な

く

サ

ー

ク

ル

活

動

を

続

け

て

い

き

ま

し

ょ

う

。

鵬

の

大

き

く

羽

ば

た

く

日

を

楽

し

み

に

。

昭

和

五

十

四

年

十

月

二

十

三

日

（

鵠

沼

を

語

る

会

リ

ー

ダ

ー

）

（

鵠

沼

公

民

館

運

営

審

議

委

員

）
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鵠

沼

碑

文

集

（

其

の

六

）

伊

藤

節

堂

一

．

名

称

石

上

神

社

記

念

碑

二

．

所

在

鵠

沼

二

二

三

二

石

上

会

館

隣

三

．

建

立

昭

和

九

年

十

一

月

二

十

日

四

．

碑

面

記

念

碑

五

．

碑

陰本

町

ノ

守

護

神

、

石

上

神

社

ハ

、

従

来

、

町

最

南

端

低

地

ニ

鎮

座

セ

ラ

レ

、

其

ノ

位

置

極

メ

テ

参

詣

ニ

不

便

、

且

ツ

出

水

ノ

都

度

、

社

殿

碑

石

共

ニ

浸

水

ス

ル

ノ

不

敬

ヲ

憂

慮

シ

、

昭

和

九

年

八

月

七

日

、

部

落

ノ

中

央

現

地

ニ

遷

座

安

置

奉

ル

。

依

テ

之

ヲ

永

遠

ニ

記

念

ス

ル

為

メ

、

建

設

委

員

一

同

自

費

ヲ

投

シ

、

茲

ニ

此

ノ

碑

ヲ

建

設

ス
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昭

和

九

年

十

一

月

二

十

日

建

之

建

設

委

員

姓

名

い

ろ

は

順

石

井

徳

松

加

藤

友

吉

金

原

癸

美

太

郎

安

斉

藤

七

有

村

将

坂

上

勇

市

宮

坂

長

蔵

（

其

の

七

）

一

．

名

称

高

山

昇

翁

碩

徳

碑

二

．

所

在

鵠

沼

海

岸

五

ノ

十

一

鵠

沼

伏

見

稲

荷

神

社

境

内
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三

．

建

立

昭

和

三

十

年

五

月

二

十

日

四

．

碑

面

（

題

額

）

房

子

一

筋

に

神

の

み

い

つ

を

ひ

ろ

む

へ

く

は

け

み

し

ま

こ

と

と

は

に

輝

く

碑

文

高

山

昇

翁

頌

徳

碑

神

宮

祭

主

北

白

川

房

子

題

額

従

四

位

高

山

昇

翁

は

上

野

国

吾

妻

郡

大

宮

巌

鼓

神

社

の

祀

職

薩

摩

守

茂

樹

の

長

男

と

し

て

元

治

元

年

正

月

生

ま

る
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翁

資

性

穎

悟

孝

心

厚

く

父

祖

の

志

を

継

い

で

皇

典

講

究

所

師

範

科

に

国

学

を

修

め

、

明

治

十

九

年

業

を

了

へ

、

郷

里

に

於

て

教

育

事

業

に

与

り

、

又

編

輯

出

版

に

関

与

し

、

世

道

人

心

の

帰

趨

を

憂

え

て

は

斯

道

会

を

起

こ

し

て

教

育

に

関

す

る

勅

語

の

普

及

貫

徹

を

図

る

等

随

所

に

才

能

を

発

揮

し

、

二

十

八

年

一

転

し

て

神

社

界

に

入

り

、

官

幣

大

社

浅

間

神

社

宮

司

、

志

波

彦

塩

釜

神

社

宮

司

、

初

代

神

部

署

長

に

歴

任

し

漸

※

◎

経

歴

波

瀾

少

か

ら

ざ

れ

ど

翁

自

ら

栄

と

せ

し

は

、

浅

間

、

厳

島

両

神

社

の

昇

格

に

力

を

致

し

志

こ

と

神

部

署

長

、

神

社

制

調

査

会

委

員

に

選

任

せ

ら

れ

し

こ

と

に

あ

り

し

が

如

し

、

没

後

茲

に

に

五

年

故

舊

翁

を

追

慕

す

る

者

相

謀

り

て

終

焉

の

地

鵠

沼

稲

荷

神

社

境

内

の

一

隅

に

此

の

碑

を

建

て

永

く

其

の

功

績

を

顕

彰

す

。
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く

斯

界

に

重

き

を

成

せ

り

。

三

十

五

年

国

学

院

の

校

舎

烏

有

に

帰

す

る

や

皇

典

講

究

所

幹

事

、

国

学

院

主

事

に

聘

せ

ら

れ

、

能

く

善

後

の

処

理

を

完

遂

し

、

更

に

今

井

清

彦

氏

と

共

に

大

学

昇

格

の

事

に

力

を

致

し

、

其

の

目

的

を

達

し

て

、

講

究

所

国

学

院

の

声

価

を

高

か

ら

し

め

在

職

十

年

、

再

ぴ

神

社

界

に

入

り

、

大

正

二

年

官

幣

中

社

厳

島

神

社

宮

司

を

拝

命

、

十

三

年

官

幣

大

社

稲

荷

神

社

に

栄

転

し

、

昭

和

四

年

神

社

制

度

調

査

会

委

員

、

後

神

社

局

参

与

を

兼

ね

又

講

究

所

専

務

理

事

、

其

の

他

全

国

神

職

団

体

の

役

員

顧

問

と

し

て

、

経

営

指

導

に

協

力

し

、

途

を

後

進

に

譲

り

た

る

後

も

、

崇

敬

措

か

ざ

る

東

京

乃

木

神

社

の

宮

司

を

欣

ん

で

受

任

し

稲

荷

大

神

の

神

徳

を

仰

ぎ

て

は

都

郊

外

東

伏

見

及

び

藤

沢

市

鵠

沼

に

稲

荷

神

社

を

創

建

す

る

等

、

終

生

斯

道

の

為

尽

痒

し

、

其

の

功

労

は

万

人

の

景

仰

す

る

所

な

り

。

翁

体

躯

雄

偉

、

態

度

重

厚

識

見

高

く

、

国

士

の

風

格

あ

り

。

居

常

酒

を

嗜

み

、

晩

年

病

床

に

在

り

て

も

日

日

酒

盃

を

手

に

し

、

訪

客

あ

れ

ば
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談

笑

し

て

無

上

の

快

と

な

せ

り

。

昭

和

二

十

五

年

十

月

安

ら

か

に

長

逝

す

。

寿

八

十

七

。

一

生

の

◎
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翁

会

心

の

詠

に

曰

く

稲

荷

や

ま

あ

け

の

鳥

居

の

あ

け

く

れ

に

祈

る

は

御

代

の

さ

か

え

な

り

け

り

昭

和

三

十

年

五

月

二

十

日

国

学

院

大

学

長

石

川

岩

吉

撰

桑

原

通

雄

書

（

其

の

八

）

一

．

名

称

聶

耳

記

念

碑

ニ

エ

ア

ル

二

．

所

在

鵠

沼

海

岸

二

ノ

一

八

引

地

川

河

畔

三

．

建

立

昭

和

二

十

九

年

十

月

聶

耳

を

記

念

す

る

こ

こ

は

、

中

華

人

民

共

和

国

の

作

曲

家

聶

耳

の

終

焉

の

地

で

あ

る

。
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彼

は

一

九

三

五

年

(

注

昭

和

十

年

)

七

月

十

七

日

暑

を

こ

の

地

に

避

け

水

泳

中

突

然

波

間

に

姿

を

没

し

不

帰

の

客

と

な

っ

た

。

聶

耳

は

一

九

一

二

年

中

国

雲

南

に

生

ま

れ

、

欧

陽

予

倩

(

セ

ン

)

先

生

に

師

事

し

、

二

十

数

年

の

短

い

生

涯

の

間

に

、

中

国

民

衆

の

労

働

を

歌

っ

た

大

路

歌

、

碼

頭

工

人

歌

等

の

大

作

を

残

し

た

。

現

在

中

華

人

民

共

和

国

国

歌

と

な

っ

て

い

る

義

勇

軍

行

進

曲

も

ま

た

、

彼

の

作

曲

に

な

る

も

の

で

あ

る

。

耳

を

傾

け

れ

ば

わ

れ

わ

れ

は

今

日

な

お

聶

耳

の

ア

ジ

ア

開

放

の

声

を

聴

く

こ

と

が

で

き

る

で

あ

ろ

う

。

こ

ヽ

は

聶

耳

の

終

焉

の

地

で

あ

る

。一

九

四

五

年

十

月

秋

田

雨

雀

撰

豊

道

春

海

書

五

．

備

考

一

（

碑

面

）

ヨ

コ

六

〇

．

七

糎

タ

テ

四

三

．

二

糎

厚

さ

二

五

．

二

糎

．

（

注

）

秋

田

雨

雀

は

本

名

秋

田

徳

三

、

明

治

十

六

年

青

森

縣

に

生

れ

る
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（

同

四

十

年

早

大

英

文

科

卒

業

）

劇

作

家

、

児

童

文

学

者

。

聶

耳

が

在

日

中

に

交

流

が

あ

っ

た

。

昭

和

二

十

七

年

没

七

十

九

才

、

豊

道

春

海

は

明

治

十

一

年

栃

木

縣

に

生

れ

る

。

書

を

西

川

春

洞

に

学

ぶ

。

書

に

よ

っ

て

芸

術

院

会

員

と

な

る

。

昭

和

四

十

二

年

文

化

功

労

者

に

選

ば

れ

る

。

昭

和

四

十

五

年

没

九

十

二

才

。

備

考

二

．

な

お

こ

の

記

念

碑

の

傍

に

つ

ぎ

の

碑

が

あ

る

。

碑

面

、

聶

耳

終

焉

之

地

郭

沫

若

題

一

九

六

五

年

七

月

十

七

日

昭

和

四

十

年

七

月

十

七

日

に

建

立

高

さ

四

十

四

．

四

糎

巾

七

十

．

五

糎

黒

ミ

カ

ゲ

石

郭

沫

若

は

中

国

の

文

学

者

、

厂

史

学

者

一

八

九

二

年

生

れ

る

。

日

本

に

留

カ

ツ

マ

ツ

ジ

ャ

ク

学

し

、

九

大

に

在

学

し

た

。

蒋

介

石

ク

ー

デ

タ

ー

後

日

本

に

亡

命

日

華

事

変

と

と

も

に

帰

国

、

中

華

人

民

共

和

国

成

立

後

は

国

務

院

副

総

理

、
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（

其

の

九

）

一

．

名

称

平

和

の

像

二

．

所

在

鵠

沼

海

岸

二

ノ

一

八

湘

南

海

岸

公

園

内

三

．

建

立

昭

和

四

十

年

三

月

四

．

碑

文

明

治

以

来

殉

国

英

霊

の

遺

族

が

、

会

を

創

立

し

て

満

一

五

周

年

を

記

念

し

、

そ

の

不

幸

と

悲

痛

を

再

び

繰

り

返

え

さ

な

い

よ

う

に

と

平

和

像

建

設

を

企

図

し

市

民

の

浄

財

を

仰

い

で

、

こ

れ

を

市

に

寄

付

さ

れ

た

。

市

は

更

に

市

費

を

加

え

て

、

こ

ヽ

に

そ

の

建

立

を

完

成

し

た

の

で

あ

る

今

台

上

を

仰

い

で

、

未

来

を

象

徴

す

る

若

人

の

高

く

挙

げ

た

右

手

の

拳

に

天

翔

け

り

降

っ

た

平

和

の

具

象

た

る

鳩

を

受

け

止

め

る

雄

姿

を

見

る

と

き

希

望

と

平

和

の

融

合

し

た

人

類

の

理

想

の

園

を

思

わ

ず

に

お

ら

れ

な

い

。

ま

こ

と

に

平

和

こ

そ

人

類

創

生

以

来

群

落

国

家

社

会

を

形

成

し

つ

つ

も

な

お

絶

え
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間

な

い

戦

乱

に

惨

禍

を

被

る

国

民

大

衆

に

と

り

永

遠

の

悲

願

と

し

て

の

希

求

で

あ

る

。

願

わ

く

は

こ

の

像

の

鳩

と

と

も

に

永

遠

に

平

和

の

去

る

な

か

ら

ん

こ

と

を

切

に

祈

る

の

み

。

な

お

終

り

に

こ

の

台

座

の

中

に

は

英

霊

の

尊

名

が

安

置

さ

れ

て

い

る

こ

と

を

書

き

そ

え

る

昭

和

四

〇

年

三

月

藤

沢

市

長

金

子

小

一

郎

撰

文

並

書

像

製

作

者

難

波

孫

次

郎

日

展

会

員

五

．

備

考

台

座

正

面

×

糎

の

銅

板

に

「

平

和

の

像

」

と

陽

刻

、

62

18

台

座

表

面

に

は

×

糎

の

黒

御

影

石

に

碑

文

を

陰

刻

し

て

は

め

こ

60

60

ま

れ

て

い

る

。

（

其

の

十

）

一

．

名

称

片

山

哲

先

生

像

二

．

所

在

鵠

沼

海

岸

二

一

二

一

中

央

図

書

館

前



- 14 -

三

．

建

立

昭

和

四

十

七

年

五

月

四

．

碑

文

片

山

哲

氏

明

治

二

十

年

紀

南

に

生

る

。

こ

よ

な

く

湘

南

を

愛

し

居

を

構

え

て

よ

り

五

十

有

余

年

、

清

節

道

を

守

っ

て

湘

南

の

人

と

な

る

。

市

民

諸

君

よ

り

推

さ

れ

て

衆

議

院

議

員

に

当

選

す

る

事

十

一

回

、

昭

和

二

十

二

年

に

は

内

閣

総

理

大

臣

に

就

任

し

、

戦

後

の

難

局

処

理

に

当

る

。

そ

の

後

外

遊

数

回

、

世

界

の

人

物

と

風

光

に

接

し

、

益

々

わ

が

湘

南

の

風

物

、

世

界

に

秀

で

た

る

を

信

ず

。

そ

の

真

白

き

富

士

の

嶺

、

緑

の

江

の

島

の

中

心

地

た

る

藤

沢

市

の

第

一

号

名

誉

市

民

に

選

ば

れ

た

る

事

を

生

涯

の

光

栄

と

し

て

喜

び

居

れ

リ

。

一

九

七

二

年

五

月

林

大

作

識

（

左

側

面

）

建

設

片

山

哲

先

生

を

顕

彰

す

る

会

彫

刻

菅

沼

五

郎

石

工

秋

元

大

太

郎
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鵠

沼

の

地

図
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藤

沢

市

鵠

沼

海

岸

二

丁

目

一

〇

番

三

四

号

藤

沢

市

鵠

沼

公

民

館

内

鵠

沼

を

語

る

会

電

話

七

四

三

一

36


